
 

 

１年生の皆さん ご入学おめでとう。ようこそ最上校へ。 

２・３年生の皆さん ご進級おめでとう。 

お昼休み、放課後は是非、図書館にお越し下さい。お待ちしています。 

４月図書館企画  

2025 年 本屋大賞 決定！ 
「全国書店員が選んだ いちばん！売りたい本 2025 年本屋大賞」の 

発表会を、4月９日（水）明治記念館にて行いました。 

第 1 位『 カフネ 』 阿部暁子著 

一緒に生きよう。あなたがいると、きっとおいしい。 

やさしくも、せつない。この物語は、心にそっと寄り添ってくれる。 

        第 2位『アルプス席の母』 早見和真著 

まったく新しい高校野球小説が、開幕する。 

秋山菜々子は、神奈川で看護師をしながら一人息子の航太郎を育てて

いた。声のかからなかった甲子園常連校を倒すことを夢見て。息子と

ともに、菜々子もまた大阪に拠点を移すことを決意する。不慣れな土

地での暮らし、厳しい父母会の掟、激痩せしていく息子。果たしてふた

りの夢は叶うのか！？ 

第 3 位『 小説 』 野崎まど著 

      内海集司は小説の魅力を共有できる友・外崎真と出会い、二人は小説 

家が住んでいるというモジャ屋敷に潜り込む。そこでは好きなだけ本 

を読んでいても怒られることはなく、小説家・髭先生は二人の小説世 

界をさらに豊かにしていく。しかし、その屋敷にはある秘密があった。 

 

図書館通信 
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第 4 位『 禁忌の子 』 山口未桜著 

救急医・武田の元に搬送されてきた、一体の溺死体。その身元不明の 

遺体「キュウキュウ十二」は、なんと武田と瓜二つであった。自らの 

ルーツを辿った先にある、思いもよらぬ真相とは。過去と現在が交錯 

する、医療×本格ミステリ！ 

第 5 位『人魚が逃げた』 青山美智子著 

銀座を訪れた５人を待ち受ける意外な運命とは。 

そして「王子」は人魚と再会できるのか？ 

そもそも人魚はいるのか、いないのか？ 

第 6 位『 spring 』 恩田陸著 

構想・執筆 10年。稀代のストーリーテラーが辿り着いた最高到達点 

＝バレエ小説 舞踊家にして振付家の萬春(よろず・はる)。少年は八 

歳でバレエに出会い、十五歳で海を渡った。同時代に巡り合う、踊る 

者、作る者、見る者、奏でる者。それぞれの情熱がぶつかりあい、交 

錯する中で彼の肖像が浮かび上がっていく。舞踊の「神」を追い求め 

た一人の天才をめぐる傑作長編小説。 

第 7 位『恋とか愛とかやさしさなら』 一穂ミチ著 

プロポーズの翌日、恋人が盗撮で捕まった。信じるとは、許すとは、 

愛するとは。男と女の欲望のブラックボックスに迫る 

第 8 位『 生殖記 』 朝井リョウ著 

とある家電メーカー総務部勤務の尚成は、同僚と二個体で新宿の量販 

店に来ています。体組成計を買うためではなく、寿命を効率よく消費 

するために。この本は、そんなヒトのオス個体に宿る◯◯目線の、お 

そらく誰も読んだことのない文字列の集積です。 

第 9 位『死んだ山田と教室』 金子玲介著 

夏休みが終わる直前、山田が死んだ。教室のスピーカー 

から山田の声が聞こえてきた。教室は騒然となった。 

声だけになった山田と、二Eの仲間たちの不思議な日々がはじまった。 

第 10位『成瀬は信じた道をいく』 宮島未奈著 

唯一無二の主人公、再び。その前途、誰にも予測不能！  

成瀬の人生は、今日も誰かと交差する。    ※ぜひ、図書館へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

第 1 位『フォース・ウィング 第四騎竜団の戦姫（上・下）』  

レベッカ・ヤロス著 

20歳のヴァイオレットは竜の騎手となるため軍事大学 

に入学する。だがそこは、入学者の大半が命を落とす 

危険な場所だった！ そんななか彼女は、所属する 

第四騎竜団／フォー・ウィングの冷酷な団長ゼイデンに 

強く惹かれていく。極限状態の恋と、竜との絆、そして 

命がけの戦いが始まる。 

 

第 2 位（同数）『白薔薇殺人事件』 クリスティン・ぺリン著 

ミステリ作家志望のアニーは、キャッスルノール村に住む大叔母を訪 

れた。資産家の大叔母は、16歳のとき占い師に告げられた、いつか 

おまえは殺されるという予言を信じつづけている。だが大叔母は屋敷 

の図書室で死んでおり、そばに白薔薇が落ちていた。予言が的中した 

ときのために大叔母が約 60年をかけた調査記録を手がかりに、 

アニーは犯人探しに挑む。犯人当てミステリの大傑作！  

 

第 2 位（同数）『別れを告げない』 ハン・ガン著 

本作の心臓部には「済州島四・三事件」がある。１９４８年、済州島では「焦土化作

戦」が遂行され「軍と警察が村の人を皆殺しにした」。民間人３万人が殺害されたとい

う。キョンハはインソンが当時の記録を追っていたことを知る。それは彼女の母の歴

史を 紐解 くことでもあった。 

「頬っぺたに雪が載っているのに、不思議なことにそれが溶けないんだってよ」 

かつてインソンの母が語った溶けない雪片の記憶が、現実の大雪と 

呼応し、生と死の境界線を曖昧にしていく。さらに雪片のような白い 

羽毛を持つ、小さな鳥たちの幻影が、済州島のキョンハとソウルで 

入院中のインソンの魂を 繋 いでいく。    ※ぜひ、図書館へ 

 

 

 

《図書館企画》年間計画のお知らせ！ 
月 企画内容 月 企画内容 

４月 2025年本屋大賞特集  

１０月 

第 2回朝読書特集 

「子ども読書の日」・「こども読書週間」 文化祭特集 

５月 第 1回朝読書特集 第 79回読書週間 

６月 「学校図書館の日」6 月 11日 １１月 2025年発表新刊特集 

読書・希望図書アンケート結果特集 １２月 BOOK OF THE YEAR 2025 特集 

 

７月 

校内読書感想文コンクール クリスマス特集 

コンクール課題図書特集  １月 第 174 回芥川賞・直木賞後期特集 

第 173 回芥川賞・直木賞前期特集  ２月 多読賞発表・第 3 回朝読書特集 

８月 蔵書点検 バレンタイン特集 

９月 作家特集  ３月 蔵書点検 

※今年度は以上のような企画を計画しました。また、取入れてほしい企画や意見が 

ありましたら、いつでも図書館 学校司書髙橋まで、気軽に声をかけてください。 

新庄北高最上校図書館４月開放カレンダー 
４月図書館企画 2025 年本屋大賞特集 

        「子ども読書の日」・「第 67 回こどもの読書週間」 

日 月 火 水 木 金 土        

  1 

学年始休業 

2 

学年始休業 

3 

学年始休業 

4 

学年始休業 

5 

学年始休業 

       

6 

学年始休業 

7 

学年始休業 

○8  

入学式 
○9  

10 11 12        

13 14 ○15  

一斉委員会 ○16  
17 18 19        

20 

 

21 
○22  ○23  

24 

前期生徒総会 

25 

 

26 

PTA 総会 

       

27 

 

28 29 

昭和の日 
○30  

          

※○数字の日が開放日です 

 

2025 年 本屋大賞 「翻訳小説部門」決定！ 
 

 


